
 
一般口演１（更新世） 11 月 2 日 9:00-9:36  A 会場 
座長：海部陽介（国立科学博物館） 

 

A-01 戦前（1939 年）に北海道十勝川河口から発見されていた「洪積世」頭骨について 
○髙山 博（慶大・文・人類学）、米田 穣（東大・総合博・年代測定室）、石川 朗・加藤春雄（釧路

市立博物館・釧路市埋蔵文化財調査センター） 
 
A-02 港川人骨と上部港川人骨の年代重複と資料統合について 
○松浦秀治、近藤 恵、髙野慶子（お茶大・自然人類）、藤田祐樹、山崎真治（沖縄県博・美）、諏訪 元
（東京大・総博） 
 
A-03 沖縄県南城市サキタリ洞における 2012 年度調査の概要 
○藤田祐樹、山崎真治、片桐千亜紀（沖縄博美）、大城逸朗（おきなわ石の会） 
 

 
一般口演 2（生業・食性） 11 月 2 日 9:36-10:24  A 会場 
座長：米田穣（東京大学） 

 
A-04 狩猟採集民のいた島、沖縄（No.2） 
○高宮広土（札幌大・多文化） 
 
A-05 沖縄先史時代における貝仮説の再検討－石器代替品としての貝器利用の可能性 
山崎真治（沖縄県立博物館・美術館） 
 
A-06 津雲・吉胡貝塚から出土した縄文時代人骨の炭素同位体比による食性分析 
○日下宗一郎（総合地球環境学研究所） 
 
A-07 瀬戸内海最古のアワビ 
○遠部 慎（徳島大学埋蔵文化財調査室）・岡嶋隆司・小野伸・小野勢・楠原透（犬島貝塚調査保護プロ

ジェクトチーム）・富岡直人（岡山理科大学）・中島直樹（西部技術コンサルタント）・畑山智史・米田穣

（東京大学総合博物館） 
 

 
一般口演 3（古人骨 DNA） 11 月 2 日 10:24-11:00  A 会場 
座長： 太田博樹（北里大学） 

 
A-8 次世代シーケンサによる古人骨ゲノム解析：現在の問題点 
水野文月（東大・院理）、澤藤りかい（東大・院理）、木花牧雄（東大・院理）、王瀝（杭州師範大・医）、

○植田信太郎（東大・院理） 
 



A-09 テオティワカン・月のピラミッドから出土した古人骨ミトコンドリアゲノム解析 
○水野文月（東大・院理）、王瀝（杭州師範大・医）、澤藤りかい（東大・院理）、杉山三郎（愛知県立

大学・院国際文化研究科）、植田信太郎（東大・院理） 

 
A-10 関東地方縄文時代人のミトコンドリア DNA 解析 (第 2 報) 

○安達登(山梨大・医）、篠田謙一(科博・人類）、澤田純明(聖マリアンナ医大・医）、坂上和弘(科博・人類） 

 

 

一般口演 4（古人骨 1） 11 月 2 日 11:00-11:36  A 会場 
座長：長岡朋人（聖マリアンナ医科大学） 

 
A-11 気候条件に対する身体表現型の適応の研究：縄文、弥生と他集団との比較 
○瀬口典子（九州大・比文）、コンラッド・クインティン（ペンシルバニア・ブルームスバーグ大・人類）、

高椋浩史（土井が浜遺跡人類学ミュージアム・人類）、米元史織（九州大・比文） 
 
A-12 日本列島集団と中国古代集団の骨盤形態の比較 
○高椋浩史（土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム） 
 
A-13 縄文人頭蓋に認められた transverse basilar cleft 
〇川久保善智（佐賀大・医・解剖人類）、百々幸雄（東北大・医・人体構造）、奈良貴史（新潟医療福祉

大）、倉岡晃夫（佐賀大・医・解剖人類） 
 

 

一般口演 5（古人骨 2） 11 月 2 日 14:00-14:36  A 会場 
座長：川久保善智（佐賀大学） 

 
A-14 縄文時代早期から現代にわたる大腿骨骨幹中央部断面形状（柱状示数）の時代的変化 
○水嶋崇一郎（聖マリアンナ医大・解剖），平田和明（聖マリアンナ医大・解剖） 
 
A-15 大腿骨から生活史を考える 
橋本裕子（京大・霊長研） 
 
A-16 頭骨における江戸時代内の時代差について 
○坂上和弘（科博・人） 
 

 

一般口演 6（古人骨 3） 11 月 2 日 14:36-15:12  A 会場 
座長：岡崎健治（鳥取大学） 

 
A-17 東京都港区芝西應寺内松平家・加藤家墓所の改葬に伴う出土人骨 
○田口哲也(早大・人間総合)・影山幾男(日本歯科大・新潟生命歯）・奈良貴史(新潟医療福祉大・医療技術） 



A-18 沖縄県久米島ヤッチのガマ・カンジン原古墓群出土の近世人骨における四肢の変形性関節症性

変化 
○鈴木信司（琉球大・医）、木村亮介（琉球大・医）、石田 肇（琉球大・医） 
 
A-19 東アジアおよび東南アジアにおける先史採集狩猟民と農耕民は異なる系譜の集団か？ －最新

の共同研究プロジェクトによる予察－ 

○松村博文（札幌医大・医） 
 

 

一般口演 7（古人骨 4） 11 月 2 日 15:12-16:00  A 会場 
座長：坂上和弘（国立科学博物館） 

 
A-20 春秋戦国時代人骨の口腔病理：中原と北方長城地帯の比較研究 
○岡崎健治（鳥取大・医）、樊温泉（河南省文物考古研究所）、魏東、朱泓（吉林大・辺境考古） 
 
A-21 ペルー・パコパンパ遺跡出土人骨の研究-2005～2012 年調査の概要- 
○長岡朋人（聖マリアンナ医科大・医・解剖）、森田航（京都大・理・自然人類）、関雄二（国立民族学

博物館）、鵜澤和宏（東亜大・人間科学）、Juan Pablo VILLANUEVA, Mauro ORDÓÑEZ LIVIA, Diana 
ALEMÁN PAREDES, Daniel MORALES CHOCANO（国立サンマルコス大） 
 
A-22 シリア北西部、テル・カラメル遺跡における埋葬習慣 

○ヨーゼフ・カンジョウ（東京大・総研博、アレッポ博）、米田 穣（東京大、総研博） 
 
A-23 グアム島ハプト遺跡出土人骨（概報） 
○竹中正巳（鹿児島女子短大）、片岡修（関西外大・国際言語）、Richard K. OLOMO（University of Guam） 
 

 

一般口演 8（成長・変異） 11 月 2 日 16:00-16:36  A 会場 
座長：山口今日子（琉球大学） 

 
A-24 身体プロポーションの年齢的変化 

○佐竹 隆（日大・松戸歯）、広原紀恵、服部恒明（茨城大・教育） 
 
A-25 三次元顔画像を用いた日本人の顔の多様性と加齢変化に関する検討 
○今泉和彦、谷口慶、小川好則（科学警察研究所）、松崎和敏、永田毅（みずほ情報総研）、持丸正明、

河内まき子（産業技術総合研究所） 
 
A-26 相同モデリングを用いた三次元顔面形態の琉球－本土間比較 

○宮里絵理、渡邊千晶、山口今日子、石田肇、木村亮介（琉球大・医）、河内まき子、持丸正明（産総研・

デジタルヒューマン） 

 



 

一般口演 9（多型） 11 月 2 日 16:36-17:24  A 会場 
座長：木村亮介（琉球大学） 

 
A-27 日本人の日焼け能に関連する遺伝子多型の探索 
○山口今日子、川口亮、渡辺千晶、石田肇、木村亮介（琉球大・医） 
 
A-28 モヤモヤ病原因遺伝子 RNF213 の琉球諸島・北部九州ヒト集団における遺伝的多型 
○小金渕佳江（北里大・医療系）、中込滋樹、間野修平（統数研）、石崎直也、河村正二（東京大・新領

域）、木村亮介、石田肇（琉球大・医）、城圭一郎、副島英伸、藤本一真（佐賀大・医）、佐藤公俊、安井

美江、隈部俊宏、藤井清孝、秋山辰穂、埴原恒彦、太田博樹（北里大・医） 
 
A-29 モンゴル人の代謝特性の解明を目指したゲノムワイド SNP 研究 
○中山一大（自治医大・医）、大橋順（筑波大・医）、ムンフトルガ・ルハグワスレン（モンゴル健康科

学大）、岩本禎彦（自治医大・医） 
 
A-30 南米少数民族における Y-STR ハプロタイプのネットワーク解析 
○山本敏充（名大・医）、檀上稲穂（東北大・メガバンク機構）、中村幸夫（理研・BRC） 
 

 

一般口演 10（系譜） 11 月 2 日 17:24-17:48  A 会場 
座長：篠田謙一（国立科学博物館） 

 
A-31 飛騨びとの DNA 解析で、母方ルーツは土着縄文人、父方ルーツは渡来系弥生人となっている起

原−弥生男性における一夫多妻世代連鎖 

○住 斉（東京大・人類学）、佐藤陽一（徳島大・ヘルスバイオサイエンス研究部）、針原伸二（東京大・

人類学） 

 

A-32 アフリカからの大移動で分岐した日本人の６父系とワ人の起源 
○酒井哲夫  
Origin of the Wa people and 6 paternal Japanese that branched in great migration from Africa 

Tetsuo SAKAI  
 

 

一般口演 11（社会・生態） 11 月 3 日 9:00-9:48  A 会場 
座長：久世濃子（国立科学博物館） 

 

A-33 ボルネオ島ダナムバレー保護区におけるオランウータンの分散パターン 
○久世濃子（科博・人類）、金森朝子（京大・霊長研），山崎彩夏（農工大・連合農学），田島知之（京大・

理），ヘンリー・ベルナルド（マレーシア・サバ大），ペーター T マリム（マレーシア・サバ野生生物局），

ナタシャ・アローラ（スイス・チューリッヒ大） 



A-34 人類の狩猟とチンパンジーの「狩猟」についての一考察 
○島田将喜（帝京科学大・アニマルサイエンス） 
 
A-35 ボノボ（Pan paniscus）の肉食の地域変異：予備的報告 
○坂巻哲也（京都大・霊長研） 
 
A-36 野生ボノボはなぜチンパンジーのように道具を使わないのか：類似環境に生息するボノボとチ

ンパンジーの比較研究 
○古市剛史（京都大・霊長類）、Crickette SANZ（ワシントン大・人類学）、Katherine KOOPS（ケン

ブリッジ大・考古人類学）、坂巻哲也（京都大・霊長類）、柳興鎭（京都大・霊長類）、徳山奈帆子（京都

大・霊長類）、David Morgan（WCS・Congo Program） 
 

 
一般口演 12（文化・進化） 11 月 3 日 9:48-10:36  A 会場 
座長：井原泰雄（東京大学） 

 

A-37 アマゾン先住民における首飾りについて 

○池谷和信（国立民族学博物館）、金山 晶（国立民族学博物館） 

 
A-38 外傷が旧人文化に与えた影響 
○中橋渉（琉球大・医） 
 
A-39 協力社会の形成は文化進化を加速させる 
○木村亮介、中橋渉（琉球大・医） 
 
A-40 ヒトミルクオリゴ糖の種特異的な特徴と腸内細菌との共進化への影響 
○浦島 匡（帯広畜産大・畜産） 
 

 
一般口演 13（頭骨） 11 月 3 日 13:00-13:48  A 会場 
座長：近藤修（東京大学） 

 

A-41 頭蓋最大長と強く関連する体の部位 
○溝口優司（科博・人類） 
 
A-42 近年の日本における反短頭化 
○河内まき子（産総研・デジタルヒューマン） 
 
A-43 不完全頭蓋骨から頭蓋腔容量を推定する新手法 
○持丸正明・河内眞紀子（産総研・DHRC）、久保大輔（東大・人類）、海部陽介（国立科博・人類） 

 



A-44 頚動脈管と蝸牛（骨迷路）の存在様式と、頭蓋骨の厚さとの関係。その人類進化・哺乳類進化

上での位置付け 
○澤野啓一（1 神奈川歯科大,4）,横山高玲（2 横市大医,脳神経外科）、田中健・加藤隆弘（3 江戸川病院）、

高橋常男（1）、萩原浩明・井上登美夫（4 横市大医,放射線科）、佐藤充（5 横浜労災病院脳神経外科）、

立石健祐・川原信隆（2 横市大医,脳神経外科） 
 

 
一般口演 14（顎・歯） 11 月 3 日 13:48-14:36  A 会場 
座長：河野礼子（国立科学博物館） 

 

A-45 霊長類の下顎骨外側面にみられる隆起または窩 
○近藤信太郎（日本大・松戸歯）、内藤宗孝（愛知学院大・歯）、松野昌展（日本大・松戸歯） 
 
A-46 類人猿の下顎犬歯歯冠舌側面に見られる性的二型 
○山田博之（愛知学院大学・歯）、濱田 穣（京都大学・霊長類研究所）、國松豊（京都大学・理）、中務

真人（京都大学・理）、石田英實（聖泉大学・看護） 

 
A-47 野生類人猿の歯周病 
○清水大輔（京都大・理）、橋本千絵（京都大・霊長研）、川口芳矢（よこはま動物園ズーラシア） 
 
A-48 現代日本人における非齲蝕性歯頚部硬組織欠損（NCCL）の出現状況 
○五十嵐由里子（日本大・松戸歯） 
 

 
一般口演 15（霊長類） 11 月 3 日 14:36-15:24  A 会場 
座長：清水大輔（京都大学） 

 

A-49 後期中新世ナカリ（ケニア）における最近の調査と初期コロブスの適応について 
○中務真人（京都大・理）、國松豊（京都大・理）、清水大輔（京都大・理）、仲谷英夫（鹿児島大・理）、

酒井哲弥（島根大・総合理工）、實吉玄貴（林原自然科学博物館）、沢田順弘（島根大）、エマ・ムブア（ケ

ニア国博） 
 
A-50 後期中新世ナカリ（ケニヤ）から出土した原猿化石 
○國松豊（京都大・理）、中務真人（京都大・理）、清水大輔（京都大・理）、仲谷英夫（鹿児島大・理）、

酒井哲弥（島根大・総合理工）、實吉玄貴（林原自然科学博物館）、沢田順弘（島根大）、エマ・ムブア（ケ

ニヤ国博） 
 
A-51 ミャンマーで見つかった更新世のヒヒ化石 
○高井正成（京都大・霊長研）、タウン・タイ（シュウェボー大）、ジン・マウン・マウン・テイン（マ

ンダレー大）、鍔本武久（林原博物館）、江木直子（京都大・霊長研） 
 



A-52 アジアにおけるマカクとコロブス類にとっての多様性と種 
濱田 穣・田中洋之（京大・霊長研） 
 

 
一般口演 16（歩行・運動 1） 11 月 3 日 15:24-16:12  A 会場 
座長：足立和隆（筑波大学） 

 

A-53 現代人と初期人類第一中足骨の形態変異と機能的解釈について 
○諏訪 元（東京大・総合博）、中山大輝（北大）、荻原直道（慶応大・理工）、中務真人（京大・理） 
 
A-54 ニホンザルにおける中手骨・中足骨の頑丈性と歩行時の手掌圧・足底圧分布との関係 
○日暮泰男、後藤遼佑、熊倉博雄（大阪大・人間科学） 
 
A-55 Structure from Motion 法を応用したロコモーションの運動学的分析法の開発 
○平崎鋭矢（京都大・霊長研）、William Irvin SELLERS（マンチェスター大・生命科学） 
 
A-56 ヒトの二足歩行中に足裏に作用するせん断力分布の計測 
○荻原直道、板垣まみ、斎藤剛（慶應義塾大・理工） 
 

 
一般口演 17（歩行・運動 2） 11 月 3 日 16:12-16:48  A 会場 
座長：荻原直道（慶応義塾大学） 

 

A-57 荷重動揺および回旋角度変動からみた射的競技パフォーマンス評価の試み 
○竹内京子（帝京平成大・ヒューマンケア）、酒井紀行（帝京平成大・院・健康科学）、大瀧晃（自衛隊

体育学校・スポーツ科学）、松村秋芳（防衛医大・生物） 
 
A-58 上下肢における左右性の機能分化：サッカー選手にみる特徴 

○松村秋芳（防衛医大・生物）、中村好宏（防衛医大・数学）、菊原伸郎（埼玉大・教育）、竹内

京子（帝京平成大・ヒューマンケア） 

 
A-59 高齢者繰り返し調査における身体および歩行の加齢変化について 
○木村 賛（東京大・総博）、小林宏光（石川県看大）、中山栄純（北里大・看）、垣花渉(石川県看大)、
橋本智江（金沢医大・看） 


